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１. 今年度の目標            

・これまでの活動の成果や課題を検証し、職員や市民に対しより効果的な普及・啓発を行う。 

・おとめ隊の活動を通して、メンバー自身が楽しみながら学びを深め、坂出市職員全体の防災 

意識向上に努める。 

 

２. 活動体制              

第 10 期生 メンバー構成 ⇒ ３人交代 

No. 担 当 所 属 氏 名 備 考 

１ リーダー 健康福祉部ふくし課 田中 美統子  

２ サブリーダー 健康福祉部ふくし課 末澤 奈菜子  

３ 〃 政策部秘書広報課 山田 愛莉  

４ メンバー 監査委員事務局 宮本 晶子  

５ 〃 市民生活部人権課 山田 知恵 新規 

６ 〃 健康福祉部ふくし課 上乃 紀子 新規 

7 〃 健康福祉部ふくし課 古川 美樹  

8 〃 健康福祉部けんこう課 小島 真衣  

9 〃 市立病院庶務課 三枝 梨奈  

10 〃 総務部総務課 小野 詩織 新規 

11 〃 総務部危機管理課 松岡 未祥 事務局 
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3. 活動内容                

 
活 動 日 程 主な内容 備 考 

任命式 

第 1 回会議 
R5.5.2 

・リーダー、サブリーダーの選出 

・活動方針や年次計画の決定 
 

新規メンバー研修 R5.5.23 ・おとめ隊の活動について 
リーダー・サブリー

ダー・新規メンバー 

第２回会議 R5.5.24 

・年度目標の決定 

・今年度の活動内容について 

・新規採用職員研修について 

 

新規メンバー研修 R5.6.15 ・香川県防災センター体験  

第３回会議 R5.6.20 ・新規採用職員研修について  

第４回会議 R5.7.18 ・新規採用職員研修について  

職員防災研修 
（新規採用職員） 

R5.7.24 
・新規採用職員研修 

市役所職員の備え 
参加者:16 名 

第５回会議 R5.8.22 
・新規採用職員研修について（反省） 

・避難所担当職員研修について 
 

第６回会議 R5.9.19 
・避難所担当職員研修について 

・避難所運営ゲーム HUG 
 

第７回会議 R5.10.23 ・避難所担当職員研修について  

職員防災研修 
（避難所担当職員） 

R5.11.8 

・避難所担当職員研修 

 坂出市避難所運営マニュアルについて 

 避難所運営ゲーム HUG 

参加者:22 名 

第 8 回会議 R5.11.20 

・避難所担当職員研修について（反省） 

・防災フェスタについて 

・職場の備え選手権について 

 

第 9 回会議 R6.1.9 
・防災フェスタについて 

・職場の備え選手権について 
 

第 10 回会議 R6.1.22 
・防災フェスタについて 

・職場の備え選手権について 
 

防災フェスタ R6.1.28 
・体験型１３１（ぼうさい）ゲーム 

 「おとめ隊からの挑戦状!」 
参加者:23 名 

令和５年度活動一覧 
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おとめ隊の日 R6.1.31 
・庁内放送 

・職場の備え選手権 結果発表 
 

防災アクト R6.2 ・地震発生時の参集について  

防災講演 
（綾川町男女共同参画会議主催） 

R5.2.18 ・おとめ隊の活動について  

第 11 回会議 R5.2.20 

・防災アクトについて（反省） 

・令和５年度活動反省 

・次年度の課題検討 

 

防災訓練 
（京町マンション自治会自主防災会） 

R6.3.10 ・「おとめ隊からの挑戦状!」  

防災講演 
（香川県防災士会坂出宇多津ブロック） 

R6.3.24 ・おとめ隊の活動について  

市⾧報告 R5.3.18 ・令和５年度活動報告  
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平成 28 年度から継続し、新規採用職員を対象に職員としての災害時における対応や職場における 

備えについて伝えることで、災害時の対応力の底上げを図ることを目的とし、研修を実施しました。 

令和 2 年度から取り入れたグループワークにおいては、活発な意見交換があり、自分に必要なものを 

考え、実際に備えることまでつなげることができました。 
 

 

〇 対 象 

   令和５年度新規採用職員（市立病院（庶務・医事課除く）・消防除く） 

〇 内 容 

・南海トラフ地震について（坂出市の被害想定） 

・坂出市における過去の台風および集中豪雨の対応 

・実際の備えの紹介 

・職員用１３１（ぼうさい）カード（参集基準の確認） 

・グループワーク（自分に必要な備えについて） 
 

 

研修後のアンケートの一例 

・災害発生時に職員として心構えが必要か考えるきっかけとなった。 

・警報が解除されたら終わりではないこと、その後のことが具体的に知ることができた。 

 

 

 

避難所運営マニュアルに基づき、大規模災害時の避難所について、避難所担当職員に周知する 

ことを目的として実施しました。今年度も昨年度同様、避難所運営ゲーム HUG の実践と組み合 

わせたことで、より状況を想像しやすく、理解を深められました。 

〇 対 象  

 避難所担当課職員 

〇 内 容 

・避難所運営における初動対応等の例 

・避難所運営ゲーム HUG 

・活動班ごとの説明 

・振り返り（HUG の反省） 

研修後のアンケートの一例 

・災害が起きたときのシミュレーションができた。 

・「もしも」のときに備えた、必要な研修だと感じた。 

新規採用職員研修（R5.7.24） 

避難所担当職員研修（R5.11.8） 
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  10 回目となる防災フェスタを今年度は１月 31 日「おとめ隊の日」の直近の日曜日である 28 日に勤労 

福祉センターで開催しました。こどもから大人まで、幅広い世代の市民のかたにご参加いただき、楽しみ 

ながら防災について学んでいただけるイベントとなりました。今後も継続して開催したいと考えております。 
 

 

・日 時:令和６年 1 月 28 日（日）10:00 から 12:00 

・場 所:勤労福祉センター 

・内 容:● 防災のお話 

● ゲーム 

・ シーン１:正しい避難行動クイズ 

・ シーン２:津波発生時の避難場所クイズ 

・ シーン３:新聞紙スリッパの作成＆使用 

・ シーン４:災害用伝言ダイヤル 

・ シーン５:簡易トイレ 

・ シーン６:手洗いチェッカー 

     ● ゲーム解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度 防災フェスタ 

体験型１３１（ぼうさい）ゲーム「おとめ隊からの挑戦状!」 
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おとめ隊では、市職員は業務中に被災するとそのまま災害対応にあたらなければならないといけな 

いため、職場の備えが必要であることをこれまで繰り返し啓発してきました。そこで、職員を対象に 

どのような備えをしているのかを募集し、今後よりいっそうの啓発に繋げていきたいと考え、「職場 

の備え選手権」を開催しています。３回目となる今回は 13 名からの応募があり、どれも個性あふれる 

備えがなされていました。その中から、おとめ隊が独断と偏見により大賞（備えマスターに任命）およ 

び各部門受賞者の発表と啓発を兼ねてインフォメーションに掲載しました。 

  この選手権は啓発や年に１回の備えの実施や見直しの機会になると思うので、内容や応募方法を検 

討しながら今後も継続していきたいと考えております。 
 

  

職場の備え選手権 

結果発表資料 
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今年度は、能登半島地震を受け、今後 30 年の間に 70 から 80％の確率で発生すると予想されてい 

る南海トラフ地震が勤務時間外に発生した際、どのように参集するのかについて改めて考える「防災 

アクト」を実施しました。 

 実際に訓練することで、想定のなかでは思い浮かばなかった課題や疑問が見え、より具体的に災害 

発生時の参集をイメージすることができました。迅速に災害対応業務に取り組めるよう、課題や疑問 

について解決策を検討していきます。 
 

〇 実施方法 

① 各自で日程・時間を設定し、 

参集方法・場所を検討 

② 実際に地震が発生したと想定し 

  参集場所へ向かう 

③ 実際にかかった時間や気づいた点を 

  メンバーで共有 

④ 参集後に従事する災害対応業務や 

  上司、家族との連絡手段を検討 

 

気付いた点・感想など 

・家が遠方のため、自転車や徒歩で参集するためには相当の体力が必要。 

・非常用持ち出し袋について、玄関などのすぐに持ち出せる場所に置いておかないといざというときに 

 すぐに持ち出すことができない。 

・着替えや貴重品など、何が必要なのか考えていると家を出るまでに時間がかかる。 

・普段通勤に使用している道も、浸水の危険や家屋の倒壊により通行ができなくなる可能性があるため、

迂回していたら通常よりも時間がかかった。 

→ 事前にハザードマップなどで安全な経路をいくつか確認しておく必要がある。 

・参集時の移動手段として自転車を検討していたが、アパートの５階に駐輪しており、 

 地震発生後は安全点検が終わるまではエレベーターを使用できないため自転車を利用することが困難。 

・安否確認方法について、家族と事前に決めておく必要がある。 

・携帯電話の操作が不慣れな家族の安否確認について、災害伝言ダイヤルの操作方法などを日頃から 

 練習しておかなくてはならない。（カードなどにまとめておくと◎） 

 

防災アクト 
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5 月号から 3 月号の「防災はじめの一歩」をおとめ隊にて担当しました。 

家庭において、防災を日常に取り入れてもらえるような内容を情報発信しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報活動 

市広報掲載 
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各種団体における講演・取材 

内閣府男女共同参画局「防災分野における女性の参画促進～好事例集～」 

KBN いきいきワイド（R5.9.1 放送） 綾川町男女共同参画会議講演会（R6.2.18） 

居宅介護支援事業者連絡会（R5.5.11） 

RNC ラジオ「CHIT CHAT RADIO」（R6.2.27） 

京町マンション自主防災会防災訓練（R6.3.10） 

香川県防災士会坂出宇多津ブロック総会（R6.3.23） 

など      
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４. 成果・課題等             

   今年度の大きな成果としては、防災フェスタにおいて体験型の防災ゲームを実施したことでした。 

昨年度実施時よりもたくさんの市民のかたにご参加いただき、「参加してよかった」「家族で防災に 

ついて考える良いきっかけになった」というような感想をいただくなど、大きな達成感を味わうこ 

とができました。内容も大変充実したものとなっており、より多くのかたに体験してもらうため、 

改善をしながら今後も継続して実施していきたいと考えています。 

 また、これまでに引き続き、職員研修に重点を置き取り組み、新規採用職員研修や避難所担当職員 

研修を実施し、研修後のアンケートでも多くの学びがあったと好評を得ています。 

おとめ隊の活動も 11 年目を迎え、活動の幅が広がっているのを感じていますが、通常業務の負担 

にならないよう調整しながら、メンバー自身も「防災」に関する知識を深め、おとめ隊だからこそで 

きる研修や啓発活動を効率よく行えるよう体制を整備してきたいと考えております。 

 

５. 来年度の目標             

今後も「日常生活に防災を取り入れる」ことを念頭に、職員や市民に対して啓発活動を継続して 

行っていきます。また、継続して実施していることに加え、自分たちで必要なこと、やりたいこと 

を考え、実施まで行うことにより、より充実した活動にしていきたいと思います。 

・避難所運営マニュアルの普及啓発 

・職員、市民への啓発活動（さかいで１３１カード、131 CHECK LIST の普及） 

・防災フェスタ「おとめ隊からの挑戦状!」の実施 

 
 


